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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

区
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
区
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
役
員

各
位
の
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
、
諸

行
事
を
遂
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
は
温
暖
化
の
影
響
か
連
続
し

た
高
温
日
や
過
去
に
な
い
集
中
豪
雨
等
に
よ

る
被
害
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
本

年
は
災
害
の
な
い
穏
や
か
な
年
と
な
る
よ
う

祈
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
っ
て
本
年
が
安
心
安

全
で
、
健
康
と
希
望
に
満
ち
た
良
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

初
詣
・
歳
旦
祭

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
素
は
当
会
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
の
順
調
な
運
営
と
親
展
が
図
ら

れ
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に
社
員
の
皆

様
の
ご
支
援
と
先
人
の
皆
様
の
ご
尽

力
の
賜
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
役
員
（
理
事
12
名
、

監
事
３
名
、
調
査
員
10
名
）
一
同
、

萩
原
の
貴
重
な
財
産
を
守
り
育
て
な

が
ら
、
区
の
行
事
へ
の
協
力
や
各
種

団
体
へ
の
助
成
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

萩
原
区
の
益
々
の
隆
盛
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

（
一
社
）
萩
原
共
栄
会

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。萩

原
神
社
で
12
月
31
日
大
晦
日
に
恒
例
の

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、
献
上
太
鼓
に
続
き
、
多

く
の
参
拝
者
が
今
年
も
良
い
年
で
あ
る
よ
う

願
い
を
込
め
て
初
詣
を
行
い
ま
し
た
。
寒
い

中
境
内
で
は
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
対
策
の
関
係
で
お
神

酒
は
な
く
、
缶
の
甘
酒
、
ミ
カ
ン
を
振
る
舞

い
、
福
箸
の
配
布
又
御
守
や
破
魔
矢
、
お
守

り
、
お
札
等
の
販
売
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
９
時
か
ら
は
社
殿
に
お
い
て
各
役
員

の
方
が
参
列
し
、
内
海
宮
司
様
に
よ
り
歳
旦

祭
が
執
り
行
わ
れ
、
令
和
７
年
の
区
民
皆
様

の
ご
健
康
・
ご
多
幸
と
萩
原
区
の
安
寧
を
祈

願
い
た
し
ま
し
た
。

（
一
社
）
萩
原
共
栄
会
理
事
長
年
頭
挨
拶

萩
原
区
長
年
頭
挨
拶

二
十
歳
の
集
い

1
月
12
日(

日)

に
午
前
10
時
10
分
か

ら
萩
原
神
社
に
て
二
十
歳
に
な
っ
た
成

人
を(

出
席
者
20
名)

内
海
宮
司
様
に
よ

り
お
祝
い
の
神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

二
十
歳
の
集
い
は
、
自
己
責
任
と
自

覚
を
も
っ
て
一
人
前
の
社
会
人
と
し
て

認
め
ら
れ
る
お
祝
い
で
す
。

二
十
歳
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
の
考
え
を
持
っ
て
、
経
験
を
積
み
重

ね
て
自
分
の
道
を
歩
ん
で
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
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七
歳
児
の
祝
い

令和６年度ふれあい祭り

10
月
27
日(

日)

「
令
和
6
年
度
萩

原
区
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
公
民
館
前

広
場･

公
民
館
1
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
展
示
部
門
で
は
、

書
道
・
華
道
・
絵
画
・
手
芸
な
ど
普

段
の
技
術
、
練
習
等
の
成
果
が
十
分

出
た
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
部
門
で
は
、
今
年
も
公
民

館
前
に
臼
を
並
べ
、
多
く
の
子
供
た

ち
に
餅
つ
き
体
験
を
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、
つ
き
た
て
の
餅
を
あ
ん

こ
・
き
な
粉
・
大
根
お
ろ
し
等
で
賞

味
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
部

門
に
野
村
博
公
様
の
バ
ン
ド
演
奏
・

歌
で
盛
り
上
が
り
、
詩
吟
、
民
謡
、

最
後
は
婦
人
部
の
ラ
ー
メ
ン
体
操
で

盛
り
上
げ
て
頂
き
来
場
者
が
一
緒
に

踊
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
団
体

対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
10
組
が
出
場

し
、
採
点
の
下
１
桁
の
点
数
に
よ
り

順
位
が
決
ま
り
、
第
1
位
は
「
お
さ

の
会
」
の
谷
上
廣
様
で
し
た
。
歌
が

上
手
下
手
で
な
く
好
評
で
し
た
。
催

事
部
門
で
は
共
栄
会
、
体
振
、
婦
人

部
が
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
う
ど
ん
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
等
、
小
中
PTA
が
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
、
綿
菓
子
を
出
店
し
、
部

農
会
が
農
産
物
を
直
売
し
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
早
朝
よ
り
準
備
等
お

疲
れ
様
で
し
た
。
展
示
部
門
の
提
供

者
の
皆
様
、
出
演
者
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
9
日(

土
）
に
令
和
7
年
に
小
学
校

に
入
学
す
る
7
歳
を
迎
え
る
お
子
様
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

区
内
で
は
21
名
お
ら
れ
、
男
子
4
名
女

子
8
名
の
計
12
名
が
出
席
さ
れ
お
祝
い
を

受
け
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を
祈
願
し
、
七
歳
児
を

代
表
し
て
高
村
陽
翔
さ
ん
と
木
内
愛
華
さ

ん
が
玉
串
拝
礼
を
行
い
、
記
念
品
を
受
領

し
ま
し
た
。
終
了
後
、
神
社
境
内
に
て
七

歳
児
全
員
と
宮
司
様
、
区
長
で
記
念
撮
影

を
行
い
、
成
長
の
記
念
の
手
形
を
色
紙
に

取
り
ま
し
た
。

ご
両
親
、
ご
家
族
の
喜
び
は
ひ
と
し
お

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

で
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
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緑

化

活

動

区史作成だより

新
穀
感
謝
祭

11
月
10
日(

日)

に
緑
化
部
で
は
、
パ

ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
の
花
苗
と
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
を
公
民
館
駐
車
場
横

の
プ
ラ
ン
タ
ー
と
コ
ミ
セ
ン
横
の
花

樽
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
植
付
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
萩
原
神
社
前
の

花
樽
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
付
を
行
い
ま

し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
開
花
時
期
は
３
～

５
月
で
年
越
で
す
。
開
花
を
今
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
緑
化
部
の

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

11
月
23
日
（
土
・
祝
）
萩
原
神
社

に
て
、
内
海
宮
司
様
に
よ
り
厳
か

に
新
穀
感
謝
祭
の
神
事
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
な
く
酷
暑
、
猛

暑
が
続
き
ま
し
た
が
、
萩
原
神
社

の
ご
加
護
の
も
と
、
台
風
に
よ
る

影
響
も
少
な
く
、
豊
か
な
実
り
の

秋
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
致
し
ま
し
た
。

萩
原
区
内
で
は
水
田
、
農
地
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
地

区
で
は
水
田
、
農
地
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
市
内
の
ス
ー
パ
ー
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
、
個
人
商
店
等
に

並
ぶ
農
産
物
を
大
事
に
し
農
産
物

の
食
事
の
有
難
さ
を
今
一
度
再
認

識
し
ま
し
ょ
う
。

校正作業はラストスパートに向かって

区史作成委員会事務局 山下清春

１１月１７日（日）に第８回編集会議を開催しました。今回は、印刷所へ提出したデータ

を印刷、仮製本し全員に配布して、あらためて統一事項の確認、文章表現や内容等について

協議しました。
抽出した原稿を熟読しながら、誤字、脱字はないか、段落の区切りはどうか、写真やイラス

トは効果的か等、具体例を示しながら赤ペンを片手に書き込みます。文章表現や内容につい

ても、熱い意見が飛び交います。Ｑの文言も「今の公民館は何代目？」より「今の公民館は
何代目になりますか？」と常体より敬体表記の方が分かりやすい。Ａの文言も敬体にしよう。

また、【もっと詳しく】コーナーに【さらに詳しく】コーナーを付け加えて、読みやすさを

高めたら…。

このペースでは、令和６年度末に校正作業の完成は見られそうにないとの判断から、臨時に
監修委員の増員を図りました。

年内の委員会は、今回が最後で次回は年明けの１月から再開します。編集委員は、再開

までの２か月間、事務局からプレゼントされた赤ペンのインクの量を少しでも減らさねばと

ねじり鉢巻きを強めます。
令和７年度末の発刊まであと１年ちょっとです。年明けから編集委員全員でより良い区

史を目指してラストスパートに入ります。



はぎわらだより

－４－

『
は
ぎ
わ
ら
だ
よ
り
編
集
委
員
』

主
事

長
田
美
弘

副
主
事

山
崎
浩
正

部
長

﨑
田
圀
康

副
部
長

川
幡

聡

副
部
長

渡
部

健

委
員

浅
野

篤

委
員

長
田

巌

委
員

小
町
秀
之

委
員

守
屋

繁

自
主
防
災
訓
練

第
３
回
芙
蓉
教
室

区
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

内
閣
府
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
章
伝
達
式

12
月
6
日
（
金
）
第
3
回
芙
蓉
教
室
が

開
催
さ
れ
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。御

殿
場
市
役
所
長
寿
福
祉
課
の
職
員
の

方
が
熱
心
に
説
明
さ
れ
、
認
知
症
は
世
界

で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
昔

は
人
生
70
年
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
は

人
生
100
年
と
言
え
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で

高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る

と
言
わ
れ
、

2025
年
に
は
全
体
の
５
人
に
１

人
が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
芙
蓉
教
室
に
は
、
総
勢
30
名
の

区
民
が
出
席
さ
れ
、
認
知
症
と
は
ど
う
い

う
症
状
な
の
か
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
受
診
、
診
断
、

早
期
治
療
は
、
そ
の
後
の
認
知
症
の
人
の

生
活
を
左
右
す
る
非
常
に
重
要
な
こ
と
で

す
。
講
座
の
後
、
元
気
に
な
ろ
う
会
の
音

頭
で
簡
単
な
体
操
に
よ
る
健
康
維
持
運
動

を
行
い
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
が
、
い
つ

ま
で
も
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
安
全
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

12
月
１
日
（
日
）
に
地
域
自
主
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
組
ご
と
に
実
施
し
総
数

691
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
区
民
の
皆
様
は
、
避

難
場
所
に
集
合
し
て
人
員
の
把
握
、
被
害
状
況

の
報
告
、
安
全
我
が
家
の
黄
色
の
ハ
ン
カ
チ
を

玄
関
に
出
し
て
い
る
か
確
認
等
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
地
域
自
主
防
災
訓
練
の
モ
デ
ル
組
は

入
組
で
総
数
77
名
の
組
員
の
方
に
参
加
し
て
頂

き
、
消
防
署
員
1
名
の
消
防
団
第
1
分
団
4
部

の
団
員
の
指
導
に
よ
り
、
初
期
消
火
訓
練
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
区
訓
練
・
竹
竿
と
毛
布
で
の
応
急
担

架
搬
送
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
入
組
役
員
皆
様
に
支
度
し
て

い
た
だ
い
た
、
お
湯
で
15
分
で
食
べ
ら
れ
る
防

災
食
、
け
ん
ち
ん
汁
、
豚
汁
を
試
食
し
ま
し
た
。

い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
へ
の
対
応
に

備
え
、
防
災
用
品
等
を
家
の
中
の
確
認
で
き
る

場
所
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

11
月
24
日
（
日
）
高
根
西
ふ
れ
あ
い
広

場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
、
萩
原
区
民
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
当
日
は
88
名
の
区

民
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
大
会
は
「
き
や
り
」
コ
ー
ス
、

「
ゆ
う
ゆ
う
」
コ
ー
ス
の
２
会
場
で
実
施

行
い
、
打
つ
加
減
が
難
し
く
コ
ー
ス
を
攻

略
す
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
が
皆
さ
ん
楽

し
く
プ
レ
❘
出
来
ま
し
た
。

大
会
の
成
績
は
団
体
１
位
は
入
組
チ
ー

ム
２
位
は
小
原
北
組
B
チ
ー
ム
、
３
位
は

大
原
組
C
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
個
人

部
は
１
位
は
入
組
、
勝
又
広
昭
様
、
２
位

は
小
原
北
組
、
安
藤
勇
様
、
３
位
は
小
原

北
組
、
澤
村
誠
様
で
し
た
。
体
育
振
興
会

の
皆
様
、
準
備
等
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

御
殿
場
市
は
こ
の
ほ
ど
、
市
役
所
で
「
内
閣
府
エ
イ
ジ
レ

ス
・
ラ
イ
フ
章
伝
達
式
」
を
開
き
、
勝
又
正
美
市
長
が
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
萩
原
区
八
千
代
会
会
長
の
松
永
英
子
さ
ん
に
賞
状

な
ど
を
手
渡
し
た
。
市
内
の
受
賞
者
は
４
人
目
。
松
永
さ
ん

は
40
年
ほ
ど
勤
め
た
陸
上
自
衛
隊
事
務
官
を
退
官
し
た
後
、

10
年
ほ
ど
前
に
萩
原
八
千
代
会
に
入
会
し
、
平
成
30
年
か
ら

同
会
女
性
部
長
を
務
め
た
。
社
会
福
祉
施
設
の
慰
問
活
動
で

詩
吟
、
華
道
、
居
合
い
剣
舞
な
ど
を
披
露
し
、
入
所
者
が
喜

ぶ
姿
を
見
て
、
同
会
の
活
動
を
活
性
化
し
よ
う
と
考
え
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
（
高
齢
者
が
年

齢
に
と
ら
わ
れ
ず
に
自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自
由
で

生
き
生
き
と
し
た
生
活
）
を
実
践
し
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
、

内
閣
府
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

松
永
さ
ん
は
「
感
極
ま
っ
て

光
栄
で
す
」
と
受
賞
の
喜
び

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

企業協力費 追加企業様

アサヒサンクリーン㈱・ベストラ
イフ御殿場・クリーンニングのサ

トウ萩原店・洋服の青山御殿場店・
すき家御殿場店・横濱家系ラーメ
ン町田商店・キングファミリー御
殿場店


